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衛星測位（PNT）
Positioning, Navigation and Timing

GISと衛星測位の連携

○我が国の衛星測位（注）は米国の衛星シ
ステムＧＰＳ（Global Positioning System）が
基盤

(

○阪神淡路大震災(1995年1月)後、政府におい
てＧＩＳ(注)を推進 （1/25000レベル、1/2500レベ
ルは概成）
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○個別に推進されており、
連携・統合の強化が必要

○今後は様々な情報の重ね合わせを可能とす
る、より高精度で新鮮な「共通白地図」が必要

地理情報システム（ＧＩＳ）
Geographical Information System

都市計画図

下水道台帳

共通白地図

重ね合わせ

統合利用を可能に

数値地図2500

カーナビ 測量

連携・統合

人口統計

防災施設

下水道台帳

都市計画図 等

○我が国において衛星測位は 国民生活
や産業活動に深く浸透しており、重要な社
会基盤となっている
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測位・地理情報システム等に関する関係省庁の連携・調整の体制

民 間調整
地理空間情報活用推進産学官連携会議

(仮称)

○測位・地理情報システム等推進会議
＜体制＞
議長 内閣官房副長官補
副議長 内閣官房、内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省の各担当局長
構成員 その他の関係省庁の局長
＜検討事項＞
①地理空間情報の活用の推進に共通する施策
②地理情報システムに係る施策
③衛星測位に係る施策

○測位・地理情報システム等推進会議幹事会
議長 内閣官房内閣審議官
議長代理 内閣官房内閣参事官
副議長 内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省の各担当課長
構成員 その他関係省庁課長級

○地理情報システムワーキンググループ
議長 内閣官房内閣参事官
議長代理 国土交通省国土計画局総務課長
副議長 国土交通省大臣官房技術調査課長

国土交通省国土地理院企画部長
構成員 その他関係省庁課長級

調整

○個人情報保護・知的財産に関する
検討チーム
議長 国土交通省国土計画局総務課長
議長代理 国土交通省国土計画局総務課

国土情報整備室長
国土交通省国土地理院企画部長

構成員 その他関係省庁課長級

○衛星測位ワーキンググループ
議長 内閣官房内閣参事官
副議長 内閣府、総務省、外務省、文部科学省、

経済産業省、国土交通省の各担当課長
構成員 その他関係省庁課長級

○国の安全に関する検討チーム
議長 内閣官房内閣参事官（安危）
構成員 その他関係省庁課長級
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地理空間情報の活用において、データの取得は大きな課題

・位置情報 Ÿ 測位が必要
・属性情報

利用される地理空間情報は多様＝情報取得の対象はいろいろ

●静的データ

・地図

＜存在する時間＞

・常にある （建物、公共施設、・・・ Ÿいつでも取得可能
・ときどきある （海釣りのポイント、・・・ Ÿ取得のタイミング
・たまにある （蛍が飛んだ、・・・ Ÿリアルタイム性が必要

ͨ震災時の被災建物（例：罹災証明発行事務での、位置情報＋写真）

Ÿ航空写真、現地の測量、衛星測位、地図の編集・・・

Ÿ航空写真、現地の測量、衛星測位、地図の編集・・・
しばしば、地理識別子が用いられる
ͨ住所・地番、交差点名、距離標、ランドマーク

・コンテンツ（物、現象・・・）
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●動的データ

・人 ・自動車 ・モノ（荷物・貨物） ・商品（アフターケア）

ͨ高級車、貴重品、宅配便・・・

衛星測位の特性

●どこでも位置を取得できる（その場所に行ければ）

・他の方法では、住所・地番等の地理識別子、目標物との相対位置、地図上にプロット
アドレスマッチング
・建物や目標物の無いところでも、位置の取得が容易

ͨ農地、山中、海上・・・

●リアルタイムで位置を取得できる

ͨ除雪車（除雪道路の把握）

ͨ移動の情報の取得は容易でない
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●連続観測により、人・物の運動の速度（方向を含む）を測定

●ワンクリックで位置を取得・記録できる

・自動的な測位と記録

ͨデジタルカメラにＧＰＳを搭載し、画像に時刻と位置情報を付加

ͨバイク便

衛星測位に関する希望

●建物内外でのシームレス測位の技術開発

●測位精度の向上（一つの目安：建物単位で誤差が出ない）

●離れた場所の測位
ͨ建物（の中）、滝

衛星測位がもっと活用されるようになると・・・

●使えるデータ（地理空間情報）の幅が広がる、豊富になる

●思ってもみなかったデータが得られる可能性もある
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